
抑
留
記
　 

三
重
県
　
北
村
喜
多
雄
　 

入
営
よ
り
終
戦
（
牡
丹
江
ま
で
）

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
八
月
二
十
日
、
三
重
県
度
会
郡
小

俣
町
、
父
石
松
、
母
た
つ
ゑ
の
長
男
と
し
て
、
生
ま
れ

る
。
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
小
俣
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科

卒
業
。

昭
和
十
七
年
、
青
年
学
校
本
科
五
年
卒
業
。

当
時
の
家
族
構
成
、
祖
父
、
父
母
、
弟
五
人
。

昭
和
十
七
年
六
月
下
旬
、
徴
兵
検
査
の
結
果
甲
種
合
格
（
六
十

八
人
中
八
人
）

。

八
月
下
旬
工
兵
の
通
知
、
十
月
下
旬
現
役
証
書
、
役
場
よ
り

配
達
。
満
州
第
三
六
一
一
部
隊
へ
広
島
集
合
昭
和
十
八
年
一
月

十
五
日
と
あ
り
、
十
三
日
当
町
宮
川
駅
よ
り
同
年
兵
石
井
君
、

兵
事
係
岩
尾
さ
ん
、
付
添
い
は
無
用
と
言
っ
た
が
父
、
伯
父
も

一
緒
に
乗
車
し
、
翌
日
到
着
。
父
等
は
宮
島
に
参
拝
に
行
っ

た
。十
五
日
、
広
島
西
練
兵
場
に
お
い
て
、
冬
用
新
品
の
襦
袢
袴

下
、
ら
し
ゃ
の
軍
服
は
金
ボ
タ
ン
、
襟
章
は
刺
し
ゅ
う
の
一
つ

星
、
帯
剣
、
帯
革
も
も
ち
ろ
ん
新
品
、
塗
油
し
て
あ
っ
た
。
早

速
私
物
を
集
め
て
風
呂
敷
に
包
ん
だ
が
、
真
綿
で
つ
く
っ
た

チ
ョ
ッ
キ
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
早
々
に
軍
隊
で
の
泥
棒
に
や

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
当
日
、
ま
た
旅
館
に
泊
ま
っ
た
。

翌
日
汽
車
に
乗
り
、
下
関
よ
り
釜
山
、
図
們
経
由
東
寧
へ
一

月
二
十
一
日
到
着
。
満
州
三
六
一
一
部
隊
（
第
四
六
野
戦
道
路

隊
）
坂
場
隊
第
三
班
に
編
入
。
初
年
兵
教
育
隊
で
あ
り
、
百
三

人
一
期
の
検
閲
（
六
ヵ
月
間
）
終
了
後
、
各
中
隊
に
配
属
さ
れ

た
。十
九
年
四
月
中
旬
頃
、
隣
の
野
重
隊
の
跡
へ
工
兵
司
令
部
よ

り
出
張
の
新
設
田
嶋
隊
に
派
遣
、
十
二
月
解
散
、
帰
隊
。

同
月
中
旬
頃
チ
ャ
ム
ス
六
一
九
部
隊
に
派
遣
、
二
十
年
五
月

頃
六
一
九
部
隊
と
チ
チ
ハ
ル
一
三
九
二
六
部
隊
（
関
東
軍
工
兵

学
校
）
合
併
の
た
め
列
車
に
て
チ
チ
ハ
ル
へ
（
北
清
鉄
道
で
な

く
、
こ
の
線
に
並
行
す
る
よ
う
に
北
の
線
）

。



八
月
七
日
七
時
頃
、
将
校
馬
当
番
兵
迎
え
に
行
く
前
に
部
隊

へ
慌
て
て
帰
隊
。
突
如
非
常
呼
集
の
ラ
ッ
パ
に
て
一
斉
に
軍
装

を
整
え
て
待
機
。
翌
日
命
令
に
よ
り
北
清
鉄
道
コ
ウ
コ
ウ
ケ
イ

に
集
合
、
ハ
ル
ピ
ン
へ
十
四
日
着
。

十
五
日
貨
車
の
中
に
て
日
ソ
休
戦
と
の
こ
と
、
ま
た
チ
チ
ハ

ル
へ
帰
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
無
条
件
降
伏
で
あ
っ
た
。
十

五
日
天
皇
の
玉
音
放
送
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
全
然
知
ら
な
か
っ

た
。
翌
日
ハ
ル
ピ
ン
女
学
校
へ
入
り
武
士
の
魂
で
あ
る
と
て
銃

の
手
入
れ
を
し
、
雨
の
土
砂
降
り
の
中
、
ハ
ル
ピ
ン
競
馬
場
へ

集
積
し
た
。
ソ
連
の
要
ら
な
い
三
八
銃
を
手
入
れ
せ
よ
な
ど
と

ほ
ざ
く
馬
鹿
将
校
は
誰
だ
っ
た
か
知
ら
な
い
。
後
に
な
っ
て
か

ら
帯
剣
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
女
学
校
で
下
士
候
三
、
四
人
自

決
し
た
ら
し
い
。
四
、
五
日
た
っ
て
か
ら
鉄
道
三
連
隊
の
跡
に

入
り
、
数
日
し
て
無
蓋
貨
車
に
て
北
清
鉄
道
ヤ
プ
ロ
ニ
ー
駅
で

下
車
、
行
軍
し
て
海
林
の
弾
薬
庫
に
収
容
さ
れ
た
。
下
車
さ
せ

ら
れ
た
所
か
ら
満
人
等
が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
並
み
に
鉄
路
を
広
げ

て
い
た
し
、
道
路
沿
い
に
は
同
胞
の
死
体
が
た
く
さ
ん
こ
ろ
が

り
、
ま
た
湿
地
帯
の
丸
太
道
に
は
編
上
靴
巻
脚
絆
の
足
が
、

二
、
三
あ
り
、
ロ
ス
キ
ー
の
や
り
方
に
腹
が
立
っ
た
。
休
憩

中
、
老
人
が
孫
ら
し
い
男
の
子
の
手
を
引
い
て
と
ぼ
と
ぼ
と
歩

い
て
行
っ
た
。
今
ま
で
光
景
を
見
て
、
熱
い
も
の
が
込
み
上
げ

て
く
る
の
を
ど
う
す
る
事
も
で
き
な
か
っ
た
。
ラ
コ
の
邦
人
婦

女
子
の
収
容
中
の
人
た
ち
が
さ
く
か
ら
手
を
振
り
「
ロ
シ
ア
兵

が
毎
夜
や
っ
て
来
る
の
で
一
緒
に
連
れ
て
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

涙
な
が
ら
に
言
わ
れ
た
が
、
ど
う
す
る
事
も
で
き
な
か
っ
た
。

二
、
三
日
し
て
か
ら
編
制
替
え
が
あ
り
、
帰
国
の
た
め
千
人

単
位
の
大
隊
で
あ
り
、
一
〇
三
大
隊
で
あ
っ
た
（
こ
れ
は
シ
ベ

リ
ア
の
作
業
大
隊
）

。
海
林
に
は
十
月
上
旬
頃
ま
で
い
た
が
、

炊
飯
の
水
は
消
火
濠
か
ら
、
燃
料
は
引
込
線
の
枕
木
、
電
柱
等

を
十
字
く
わ
で
引
き
抜
い
た
り
倒
し
た
り
し
た
。
そ
の
当
時
、

同
年
兵
入
江
の
訪
問
を
受
け
、
林
は
下
着
上
下
を
、
私
は
金
十

円
を
あ
げ
た
。
彼
は
階
級
章
を
外
し
て
お
り
地
方
人
と
な
り
帰

国
す
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
い
ま
だ
に
帰
国
し
て
い
な
い
。

時
々
警
戒
兵
が
顔
を
見
せ
、
マ
ン
ド
リ
ン
を
突
き
つ
け
ら
れ
万

年
筆
を
取
ら
れ
た
。
皆
も
時
計
や
万
年
筆
は
や
ら
れ
た
。
私
は

時
計
は
背
の
う
の
中
に
隠
し
て
あ
り
助
か
っ
た
。

十
月
十
日
前
後
の
頃
、
牡
丹
江
か
ら
汽
車
に
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
か
ら
ス
コ
ー
ラ
東
京
ダ
モ
イ
と
の
ソ
連
の
通
達
が
あ



り
、
大
隊
長
高
畑
大
尉
の
下
に
行
軍
に
移
る
。
快
晴
の
天
候
に

て
暑
く
て
喉
が
ひ
り
ひ
り
し
、
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
か
ら
落
ち

る
水
を
飯
倉
に
受
け
て
飲
ん
だ
。
余
り
に
も
臭
い
の
で
駆
け
上

が
っ
て
見
た
ら
田
圃
の
よ
う
で
、
兵
士
が
真
っ
黒
に
変
急
し
、

お
腹
が
ぱ
ん
ぱ
ん
に
膨
れ
ウ
ジ
が
真
っ
白
に
た
か
っ
て
お
り
、

手
を
合
わ
せ
た
。
牡
丹
江
市
手
前
に
宮
川
く
ら
い
の
川
あ
り
、

川
床
に
太
い
す
す
の
よ
う
な
も
の
が
ゆ
ら
ゆ
ら
し
て
い
た
。

皆
、
川
の
中
に
入
り
飯
盒
二
杯
も
飲
ん
だ
。
少
し
臭
か
っ
た
。

駅
に
は
貨
車
が
待
っ
て
お
り
、
二
段
蚕
棚
が
作
っ
て
あ
り
、
五

十
人
く
ら
い
乗
車
し
た
よ
う
で
、
長
い
長
い
貨
車
列
車
で
あ
っ

た
。

ク
リ
ド
ー
ル
―
テ
ル
マ
―
八
〇
五

私
ら
海
林
一
〇
三
大
隊
が
テ
ル
マ
に
向
か
っ
て
行
軍
中
、
一

〇
二
大
隊
の
兵
士
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
マ
ー
ク
の
付
い
た
多
量
の
自
動

車
で
追
い
越
し
て
行
っ
た
。
テ
ル
マ
の
小
隊
で
の
食
事
は
一
応

三
食
あ
っ
た
が
パ
ン
の
分
配
に
は
苦
労
し
て
い
た
。
最
初
の
作

業
は
墓
穴
掘
り
で
あ
り
、
バ
ー
ル
組
と
ス
コ
ッ
プ
組
と
分
か

れ
、
た
き
火
を
ど
ん
ど
ん
大
き
く
し
て
三
交
代
で
作
業
し
た
。

我
が
班
で
も
ト
ル
チ
ヤ
電
信
隊
の
現
役
初
年
兵
が
下
痢
が
止

ま
ら
な
い
と
言
っ
て
三
十
分
に
一
、
二
回
便
所
に
通
っ
て
い
た

が
、
二
日
目
の
朝
眠
っ
た
ま
ま
目
覚
め
な
か
っ
た
。
起
床
の
号

令
に
起
き
て
こ
な
い
兵
（
初
年
兵
、
高
齢
の
補
充
兵
）
が
多

か
っ
た
。
三
分
の
一
く
ら
い
は
死
去
し
た
よ
う
で
あ
る
。
陸
上

勤
務
隊
の
高
木
、
佐
藤
、
両
高
齢
兵
も
作
業
休
で
休
養
し
て
い

た
。
私
も
い
つ
も
腹
を
す
か
し
て
い
た
が
、
食
事
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
コ
ウ
リ
ャ
ン
が
ゆ
の
香
り
が
鼻
に
つ
き
、
む
か
む
か

し
て
く
る
し
、
体
は
だ
る
い
し
便
秘
で
ふ
ら
ふ
ら
す
る
の
で
医

務
室
へ
行
っ
た
。
日
本
の
軍
医
大
尉
さ
ん
で
、
目
を
見
て
即
黄

疸
と
の
事
で
リ
ユ
ウ
マ
と
い
う
薬
を
も
ら
っ
て
班
内
休
養
。
翌

二
十
一
年
二
月
十
日
ま
で
休
ん
で
い
た
。

十
一
月
某
日
朝
、
一
発
の
銃
声
が
し
て
床
世
田
二
等
兵
が
銃

殺
さ
れ
た
。
収
容
所
の
棚
内
一
メ
ー
ト
ル
の
所
に
鉄
条
網
が
あ

り
、
立
入
り
厳
禁
で
は
あ
っ
た
が
、
立
ち
入
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
鉄
条
網
の
下
か
ら
手
を
出
し
、
き
れ
い
な
雪
を
取
っ
た
だ

け
で
あ
る
。

入
所
当
時
の
点
呼
は
大
変
で
あ
る
。
必
ず
五
列
、
ソ
連
将
校

下
士
官
が
ア
ジ
ン
・
ド
バ
ー
・
ト
リ
ー
・
チ
ェ
テ
ィ
ー
リ
と
わ



れ
わ
れ
の
肩
を
た
た
い
て
数
え
て
い
き
、
途
中
忘
れ
る
の
か
、

ま
た
初
め
か
ら
や
り
直
し
た
り
し
た
。
零
下
三
〇
度
以
下
で
、

し
か
も
編
上
靴
で
あ
り
、
足
踏
み
し
て
足
を
暖
め
た
り
し
た
。

ソ
連
兵
の
算
数
の
で
き
な
い
の
に
は
閉
口
し
た
。
特
に
掛
け
算

は
小
学
二
年
以
下
だ
ろ
う
と
思
う
。
作
業
休
中
、
食
事
は
余
り

と
ら
ず
戦
友
に
あ
げ
た
。
非
常
に
喉
が
渇
い
た
が
、
電
信
隊
二

年
兵
の
家
野
兵
長
に
所
内
の
井
戸
か
ら
水
を
汲
ん
で
も
ら
っ
て

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

食
も
進
む
よ
う
に
な
り
、
大
分
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
二
十
一

年
二
月
十
日
、
身
体
検
査
（
ズ
ボ
ン
を
下
ろ
し
尻
の
皮
を
引
っ

張
る
）
の
結
果
二
級
と
な
り
、
二
月
十
一
日
八
〇
五
収
容
所
に

自
動
車
で
移
動
し
た
。
被
服
は
綿
入
れ
の
上
衣
、
ズ
ポ
ソ
、
毛

皮
の
シ
ュ
ー
バ
、
フ
ェ
ル
ト
の
長
靴
、
ロ
シ
ア
式
手
套
、
防
寒

帽
、
靴
下
は
な
く
赤
ん
坊
の
お
む
つ
の
ご
と
き
布
ぎ
れ
の
足
巻

等
、
防
寒
被
服
は
最
高
で
あ
っ
た
と
思
う
。
収
容
人
員
は
五
百

人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ナ
チ
ャ
ニ
ク
（
収
容
所
長
）
の
説
明
は
斉

藤
通
訳
に
よ
り
伐
採
作
業
で
あ
り
、
五
メ
ー
ト
ル
五
十
五
セ
ン

チ
、
切
り
口
で
二
十
四
セ
ン
チ
以
上
と
い
う
こ
と
で
、
我
が
小

隊
は
白
井
軍
曹
以
下
三
、
四
十
人
く
ら
い
。
当
分
隊
は
記
録

四
年
兵
渡
辺
兵
長
、
根
切
り
タ
ポ
ー
ル
　
林
、
切
り
倒
し
　
坂

上
・
小
野
里
、
玉
切
　
私
と
中
川
。
作
業
き
つ
く
何
人
も
交
代

す
る
の
で
忘
れ
た
が
、
た
だ
一
人
、
中
川
と
名
乗
る
兵
と
話
し

た
と
こ
ろ
、
日
々
八
十
切
か
九
十
切
も
つ
く
っ
て
い
た
。
他
、

枝
打
ち
　
補
充
兵
の
栃
原
外
一
人
、
橋
本
補
充
兵
　
枝
焼
。
渡

辺
君
は
枝
打
ち
や
枝
焼
の
応
援
を
し
て
い
た
。
ノ
ル
マ
は
一
人

一
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
最
初
の
日
プ
ロ
ホ
ー
ラ

ポ
ー
タ
ー
で
ナ
チ
ャ
ニ
ク
や
瀬
野
少
尉
、
藤
本
曹
長
に
も
文
句

を
食
っ
た
。
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
の
に
と
思
っ
た
。
要
領
が

わ
か
ら
ず
木
を
倒
し
て
ば
か
り
で
玉
切
を
し
な
か
っ
た
の
だ
。

翌
日
は
む
ち
ゃ
に
ノ
ル
マ
の
達
成
が
で
き
た
。
毎
朝
作
業
が
始

ま
る
と
玉
切
る
木
が
な
い
の
で
切
り
倒
し
も
し
た
。
倒
し
た

木
、
次
の
木
、
引
っ
か
か
っ
て
倒
れ
な
い
の
で
、
そ
の
木
を
切

り
、
ま
た
引
っ
か
か
り
、
次
の
木
を
切
り
か
か
り
、
三
分
の
二

く
ら
い
の
と
こ
ろ
が
ら
木
が
裂
け
て
踊
り
上
が
り
一
度
に
ど
う

と
倒
れ
、
う
ま
い
具
合
に
二
人
と
も
枝
と
枝
の
間
に
入
り
奇
跡

的
で
あ
っ
た
。「
お
ー
い
中
川
、
大
丈
夫
か
」
と
叫
ん
だ
ら
、

に
っ
こ
り
笑
っ
て
手
を
上
げ
た
。

こ
の
頃
だ
っ
た
と
思
う
が
シ
ラ
ミ
が
多
量
発
生
し
て
い
る
の



で
入
浴
、
四
十
セ
ン
チ
・
二
十
セ
ン
チ
に
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の

深
さ
の
桶
に
湯
一
杯
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
四
個
分
の
石
鹸
で
体
を
洗

い
、
後
の
も
う
一
杯
は
上
が
り
湯
で
あ
る
。
陰
毛
と
腋
毛
を
全

部
そ
ら
れ
、
襦
袢
袴
下
の
交
換
、
上
衣
ズ
ボ
ン
は
熱
気
消
毒
を

行
い
、
一
月
く
ら
い
で
シ
ラ
ミ
退
治
は
成
功
し
た
。

四
月
頃
と
思
う
が
、
馬
が
五
十
頭
く
ら
い
木
材
搬
出
の
た
め

に
来
た
。
我
々
の
小
隊
中
か
ら
厩
当
番
に
白
井
軍
曹
は
じ
め
十

一
人
く
ら
い
二
十
四
時
間
交
代
で
勤
務
に
つ
い
た
が
、
馬
糧
の

大
麦
を
ペ
ー
チ
カ
の
上
で
炒
っ
て
両
手
で
も
ん
で
毎
日
の
よ
う

に
食
べ
た
。
ま
た
コ
ウ
リ
ャ
ン
の
麸
と
間
違
っ
て
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
粉
が
麻
袋
一
個
紛
れ
込
み
、
大
急
ぎ
で
厩
の
床
下
に
隠

し
、
申
し
送
り
で
毎
夜
の
よ
う
に
全
当
番
が
お
か
ゆ
に
し
た
り

団
子
に
し
た
り
し
て
食
べ
た
。
病
気
の
馬
が
二
頭
い
た
が
、
ソ

連
側
が
処
分
し
厩
ま
で
燃
や
し
て
し
ま
っ
た
が
、
夜
中
焼
い
て

い
る
馬
の
股
肉
を
鎌
で
切
り
取
っ
て
、
塩
だ
け
は
相
当
あ
っ
た

か
ら
、
ロ
シ
ア
人
獣
医
は
病
気
の
馬
だ
か
ら
絶
対
食
べ
る
な
と

言
っ
て
い
た
が
、
百
度
の
湯
で
煮
る
の
に
大
丈
夫
と
雪
の
中
に

隠
し
、
当
番
の
夜
ご
と
皆
で
食
べ
た
。

い
つ
頃
か
忘
れ
た
が
、
捕
虜
用
郵
便
と
印
刷
さ
れ
た
往
復
葉

書
が
当
八
〇
五
収
容
所
に
来
た
。
各
人
に
一
枚
ず
つ
配
給
さ
れ

た
が
、「
捕
虜
」
の
文
字
が
気
に
入
ら
ぬ
と
、
出
さ
な
い
人
も

相
当
い
た
が
、
十
月
頃
多
く
の
返
信
が
到
着
し
た
。
二
十
二
年

か
二
十
三
年
と
思
う
。
今
、
日
本
で
『
異
国
の
丘
』
と
い
う
歌

が
流
行
し
て
い
る
と
書
い
て
あ
っ
て
、
私
は
第
一
回
返
信
到
着

を
見
て
早
速
通
知
の
葉
書
に
、
余
分
な
事
は
書
か
ず
、
元
気
で

暮
ら
し
て
い
る
と
簡
単
に
書
い
た
。
十
月
、
返
信
が
届
き
、
祖

父
と
弟
四
郎
が
死
亡
の
由
、
父
が
書
い
て
よ
こ
し
た
（
四
郎

は
、
焼
夷
弾
を
な
ぶ
り
、
油
脂
弾
の
た
め
全
身
火
だ
る
ま
に
な

り
死
亡
）

。

厩
当
番
、
草
刈
り
に
精
出
し
て
い
た
。
パ
ン
車
ら
し
き
馬
車

が
通
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
の
御
者
に
「
コ
マ
ン
ジ
ル
フ
レ
エ
ー
ブ

ダ
」
と
挨
拶
し
た
。
車
を
止
め
黒
パ
ン
一
本
も
く
れ
た
。
半
分

く
ら
い
食
べ
、
友
に
残
り
を
あ
げ
た
。
皆
大
喜
び
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
人
も
い
た
。
ま
た
、
あ
る
日
、
草
刈
り

中
、
左
手
一
指
二
指
間
に
鎌
先
が
刺
さ
り
、
夜
医
務
室
で
処
置

し
て
も
ら
っ
た
が
、
パ
ン
パ
ン
に
腫
れ
上
が
り
化
膿
し
た
。
膿

を
取
っ
た
ら
じ
き
快
癒
し
た
が
、
今
も
そ
の
痕
が
あ
る
。

二
十
三
年
の
一
、
二
月
頃
と
思
う
が
、
身
体
検
査
の
結
果
一



級
と
い
う
事
で
、
桑
名
出
身
の
水
谷
曹
長
が
小
隊
長
で
あ
っ

た
。
三
交
代
で
製
材
小
隊
で
枕
木
を
三
百
本
造
っ
て
い
た
。
私

の
相
棒
は
西
野
と
名
乗
る
初
年
兵
で
、
途
中
ハ
ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー

タ
ー
に
な
り
民
主
学
校
へ
講
習
に
行
っ
た
。
次
に
交
代
で
来
た

久
保
初
年
兵
も
ハ
ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー
タ
ー
に
な
り
、
分
所
で
造
っ

た
勲
章
の
よ
う
な
も
の
を
左
胸
の
物
入
れ
ボ
タ
ン
に
ぶ
ら
下
げ

て
い
た
。
当
時
瀬
野
少
尉
は
将
校
収
容
所
へ
送
ら
れ
た
の
か
居

ず
、
藤
本
曹
長
が
大
隊
長
で
君
臨
し
て
い
た
。

二
十
三
年
春
頃
と
思
う
、
そ
の
頃
か
ら
民
主
運
動
な
る
も
の

が
活
発
と
な
り
、
斉
藤
な
る
オ
ル
グ
が
当
分
所
に
来
た
。
最
初

は
藤
本
が
任
命
し
た
ら
し
く
佐
久
間
と
名
乗
る
オ
カ
上
が
り
米

つ
き
兵
が
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
民
主
委
員
会
の
名
で
カ
ン
ト
ー
ラ

に
詰
め
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な
っ
た
。
斉
藤
が

委
員
長
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
元
憲
兵
、
警
察
官
の
つ
る
し
上
げ

を
や
ら
せ
た
。
藤
本
は
大
隊
長
の
く
せ
に
赤
松
憲
兵
兵
長
を
先

頭
切
っ
て
色
々
、
検
事
で
も
あ
る
ま
い
に
ハ
ル
ピ
ン
に
お
け
る

行
動
を
質
問
、
つ
る
し
上
げ
た
。
奴
は
カ
ン
ト
ー
ラ
に
い
る
の

で
兵
の
身
上
書
を
見
て
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
真
面

目
な
下
士
官
を
、
日
直
に
毎
日
つ
い
て
お
る
の
に
、
小
さ
な
こ

と
を
ほ
じ
く
り
、
つ
る
し
上
げ
た
が
、
ど
う
で
も
し
て
く
れ
と

開
き
直
り
、
後
が
続
か
な
か
っ
た
。
非
常
に
気
の
毒
で
あ
っ

た
。五
月
頃
と
思
う
頃
身
体
検
査
が
あ
り
、
製
材
の
者
は
後
に
し

て
く
れ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
検
査
で
ド
ー
マ
オ
デ
ハ
イ
（
班

内
休
養
）
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
早
く
検
査
に
行
っ
た
者
は
ダ

モ
イ
組
に
入
っ
た
（
ド
ー
マ
オ
デ
ハ
イ
以
下
の
者
も
）

。
一
ヵ

月
後
の
検
査
で
今
度
は
オ
カ
に
な
り
一
ヵ
月
半
も
休
養
し
、
そ

の
間
製
材
小
隊
の
給
料
二
ヵ
月
分
三
百
ル
ー
ブ
ル
手
に
入
り
、

パ
ン
や
鮭
の
薫
製
、
タ
バ
コ
等
を
買
入
れ
、
友
に
も
分
け
た
。

ま
た
鷹
当
番
に
な
り
、
馬
に
夕
食
を
与
え
て
、
夜
は
山
の
草
地

に
全
部
放
牧
し
た
。
夏
の
夜
は
十
時
を
過
ぎ
て
も
新
聞
が
読
め

た
、
朝
は
二
時
前
に
は
明
る
く
な
っ
た
。
七
月
頃
だ
っ
た
と
思

う
が
、
放
牧
の
た
め
乗
馬
し
て
他
の
馬
を
追
っ
て
い
る
時
、
乗

馬
が
突
然
他
の
馬
の
後
に
付
い
て
行
き
、
急
斜
面
を
駈
け
下
り

た
。
裸
馬
の
背
中
よ
り
頭
の
方
へ
滑
り
落
ち
、
手
を
つ
い
た
た

め
右
ひ
じ
を
脱
臼
し
た
。
五
年
兵
の
松
原
兵
長
が
柔
道
初
段
と

の
事
で
す
ぐ
入
れ
て
く
れ
た
が
、
余
り
に
も
痛
い
の
で
医
務
室

へ
行
っ
た
が
陸
軍
歯
科
医
少
尉
だ
か
ら
、
ひ
じ
を
さ
わ
っ
て
み



て
、
う
ま
く
入
っ
て
い
る
と
て
首
か
ら
手
を
つ
り
、
間
に
ゲ
ー

ト
ル
片
方
巻
い
た
も
の
を
挟
ん
で
終
わ
り
。
薬
も
全
然
つ
け
て

く
れ
な
か
っ
た
。
薬
で
置
い
て
あ
る
の
は
リ
バ
ノ
ー
ル
く
ら
い

で
、
ヨ
ー
チ
ン
も
な
か
っ
た
。
一
ヵ
月
く
ら
い
休
み
、
今
度
ト

ロ
ッ
コ
道
修
理
に
出
た
。
召
集
兵
ら
し
き
下
士
官
の
温
厚
な
方

で
、
皆
の
装
具
番
等
し
、
気
を
使
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
ア
ク
ト

ド
ロ
ー
ガ
（
自
動
車
道
修
理
）
に
も
出
た
が
適
当
に
ノ
ル
マ
を

つ
け
て
く
れ
た
。

ひ
じ
の
方
も
相
当
良
く
な
り
、
今
度
は
御
者
で
ト
ロ
道
（
丸

太
の
線
路
）
で
二
メ
ー
ト
ル
七
七
セ
ン
チ
の
枕
木
材
の
運
搬
を

や
っ
た
が
、
あ
る
と
き
積
込
み
中
ト
ロ
ッ
コ
が
馬
も
ろ
と
も

引
っ
繰
り
返
り
、
直
径
一
〇
セ
ン
チ
の
切
り
株
の
上
に
馬
が
倒

れ
た
が
ど
う
す
る
事
も
で
き
ず
、
ナ
チ
ャ
ニ
ク
の
官
舎
の
す
ぐ

裏
で
あ
る
の
で
す
ぐ
報
告
に
行
っ
た
。
馬
の
脇
腹
に
手
を
当
て

る
と
切
株
が
皮
越
に
当
た
っ
た
。
自
分
の
体
重
で
貫
い
た
よ
う

で
あ
っ
た
。
ナ
チ
ャ
ニ
ク
は
拳
銃
二
発
発
射
し
、
馬
は
即
死
し

た
。
食
肉
に
す
る
の
だ
ろ
う
。
ソ
連
は
国
の
財
産
に
は
う
る
さ

い
国
だ
が
、
ナ
チ
ャ
ニ
ク
の
家
の
裏
で
報
告
が
早
く
適
切
で

あ
っ
た
の
か
何
の
お
と
が
め
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
積

込
み
の
場
合
に
は
、
か
じ
棒
も
ろ
と
も
馬
を
外
す
よ
う
に
進
言

し
、
即
実
行
さ
れ
た
。
日
本
の
軍
馬
ら
し
か
っ
た
。
今
で
も
大

変
か
わ
い
そ
う
な
事
を
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

十
月
中
旬
頃
か
ら
我
が
八
〇
五
か
ら
高
齢
者
、
弱
兵
た
ち
が

大
多
数
帰
国
し
、
現
役
兵
の
丈
夫
な
者
が
残
さ
れ
た
。
そ
の
中

の
一
人
と
し
て
隣
の
八
〇
六
収
容
所
へ
移
動
し
た
。
八
〇
五
に

は
枕
木
積
込
み
の
た
め
引
込
線
が
あ
り
時
々
積
込
み
に
行
っ

た
。
私
は
伐
採
作
業
中
に
は
度
々
真
夜
中
に
汽
笛
が
鳴
り
道
床

用
の
切
り
込
み
降
ろ
し
を
さ
せ
ら
れ
た
が
、
後
の
方
に
な
っ
て

か
ら
貨
車
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
積
み
込
ん
で
来
る
貨
車
の
側
板

下
ろ
し
と
車
間
に
板
を
並
べ
る
だ
け
と
な
り
、
非
常
に
楽
に
な

っ
た
。
万
年
飢
餓
状
態
で
あ
り
、
雪
中
作
業
帰
途
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
、

麻
袋
の
穴
か
ら
落
ち
て
行
く
の
で
、
そ
れ
を
拾
っ
て
飯
盒
で
煮

て
、
蓋
を
開
け
た
ら
馬
糞
が
上
に
浮
い
て
い
る
の
を
手
製
の
ス

プ
ー
ン
で
か
き
回
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
っ
た
。
今
で
は
考
え

ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。
私
ば
か
り
か
他
の
人
々
も
イ
モ
と
糞
を

一
緒
に
煮
た
。
み
ん
な
で
あ
っ
た
。



牡
丹
江
―
テ
ル
マ

我
ら
の
車
両
に
は
原
隊
の
者
は
一
人
も
お
ら
ず
、
ト
ル
チ
ヤ

の
電
信
隊
の
初
二
年
兵
に
補
充
兵
、
関
特
演
の
五
年
兵
、
電
信

隊
の
軍
曹
が
長
い
ら
し
か
っ
た
。
私
の
軍
装
は
武
器
を
除
き
ま

だ
完
全
で
あ
っ
た
。
軍
服
冬
服
（
鉄
三
で
交
換
し
た
よ
う
に
思

う
）

、
上
段
に
寝
て
、
青
春
時
代
に
思
い
を
は
せ
た
。

家
業
の
農
業
を
し
な
が
ら
馬
車
に
て
壁
土
、
砂
利
等
建
材
の

骨
材
を
販
売
し
て
い
て
家
業
に
従
事
し
た
が
、
家
の
建
築
が
少

な
く
な
り
、
山
田
郵
便
局
に
勤
め
、
電
信
課
の
配
達
人
に
臨
時

と
し
て
二
ヵ
月
採
用
さ
れ
た
。
日
給
九
十
銭
で
あ
り
、
父
も
驚

い
た
。
当
時
、
大
工
が
七
、
八
十
銭
だ
っ
た
。
十
二
月
頃
、
信

使
（
後
の
運
信
員
）
と
し
て
六
月
ま
で
六
ヵ
月
、
電
信
課
集
配

手
の
辞
令
を
い
た
だ
き
二
年
勤
め
た
が
、
本
採
用
は
日
給
八
十

銭
で
半
年
ご
と
に
三
銭
か
五
銭
の
昇
給
で
、
月
三
十
円
く
ら
い

な
の
に
、
常
時
ガ
ソ
リ
ン
が
入
手
困
難
に
て
（
配
給
）
貨
物
自

動
車
は
動
か
ず
木
材
等
皆
荷
馬
車
ば
か
り
、
一
日
最
低
で
も
十

五
円
く
ら
い
か
か
る
。
一
日
で
も
っ
て
父
の
命
に
よ
り
辞
職
し

て
馬
方
を
し
、
葉
煙
草
、
稲
作
を
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
ま
で

労
働
し
た
。
十
六
年
三
月
二
十
一
日
、
木
材
搬
出
中
馬
車
に
ひ

か
れ
、
右
大
■
骨
骨
折
し
、
半
年
も
休
業
し
た
事
を
思
い
出
し

て
い
た
。

綏
芬
河
か
ら
南
下
し
て
い
た
が
、
い
っ
か
ら
か
太
陽
が
反
対

の
方
か
ら
出
て
い
る
と
言
っ
て
騒
ぎ
だ
し
た
。
ど
う
も
北
上
し

て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
列
車
が
止
ま
れ
ば
生
理
現
象
の
た
め

線
路
脇
に
用
足
し
場
所
を
探
す
が
、
先
行
部
隊
の
糞
で
足
の
踏

場
も
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
時
々
黒
パ
ン
や
コ
ウ
リ
ャ
ン
の
お

か
ゆ
が
配
給
さ
れ
た
が
、
少
量
で
あ
り
、
い
つ
も
空
腹
で
あ
っ

た
。
日
中
は
引
込
線
に
入
っ
た
。
多
数
の
無
蓋
車
の
列
車
は
満

州
よ
り
略
奪
し
て
き
た
農
発
鉄
管
、
ト
タ
ン
板
、
建
具
等
々
、

あ
ら
ゆ
る
物
資
を
満
載
し
て
幾
列
車
も
通
過
し
て
行
っ
た
。
夜

に
な
る
と
全
速
で
目
的
地
を
目
指
し
走
っ
て
行
く
。
大
き
な
駅

に
止
ま
っ
た
。
ホ
ー
ム
の
子
供
に
、
前
方
を
指
差
し
モ
ス

コ
ー
、
後
方
を
指
差
し
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
と
話
し
た
。
理
解

し
た
ら
し
く
モ
ス
コ
ー
方
面
へ
走
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
こ

こ
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
あ
っ
た
。
止
ま
っ
た
り
走
っ
た
り
、
列

車
は
西
行
か
ら
支
線
に
入
り
終
点
ら
し
き
所
で
下
車
さ
せ
ら
れ

た
。ク
リ
ド
ー
ル
と
の
事
で
温
泉
が
あ
る
と
の
事
、
分
岐
点
は
イ



ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
（
石
灰
）
と
の
意
味
だ
っ
た
。
三
、
四
日

も
ク
リ
ド
ー
ル
に
お
り
、
シ
ラ
ミ
退
治
、
肌
着
を
飯
盒
に
入
れ

煮
沸
す
る
。
洗
顔
、
ひ
げ
そ
り
、
熱
湯
の
お
し
ぼ
り
で
肌
を
ふ

い
て
さ
っ
ぱ
り
し
た
。
十
月
二
十
八
日
か
九
日
頃
命
令
が
出

て
、
行
軍
が
始
ま
る
。
内
地
の
一
月
末
の
気
温
の
よ
う
な
気
が

し
た
。
外
套
着
用
、
軍
手
、
黒
パ
ン
を
携
行
、
山
道
で
あ
る
。

二
日
く
ら
い
歩
い
た
所
か
ら
雪
が
積
も
っ
て
お
り
鉄
道
が
あ
っ

た
。
枕
木
だ
け
の
道
床
沿
い
に
歩
く
。
こ
の
鉄
道
建
設
に
我
々

は
労
働
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う
。
宿
舎
に
着
く
と
い
つ
も
黒
パ
ン

と
雑
食
ス
ー
プ
が
出
た
。
皆
座
っ
た
ま
ま
眠
っ
た
。
ペ
ー
チ
カ

一
つ
だ
け
れ
ど
人
い
き
れ
で
余
り
寒
さ
は
感
じ
な
か
っ
た
。
十

一
月
三
日
、
明
治
節
で
あ
る
。
雪
中
行
軍
は
、
編
上
靴
は
こ
ち

こ
ち
に
な
る
し
、
排
せ
つ
に
は
大
い
に
困
惑
。
コ
ン
ボ
ー
イ
の

ダ
ワ
イ
ダ
ワ
イ
、
ベ
ス
ト
ラ
、
ヨ
ッ
ポ
イ
マ
ー
チ
と
追
い
立
て

ら
れ
る
し
手
は
か
じ
か
ん
で
寒
く
て
閉
口
。
宮
川
く
ら
い
の
川

が
あ
り
、
木
造
橋
が
架
か
り
、
砂
利
の
川
原
も
あ
り
、
半
凍
り

で
水
も
流
れ
て
い
た
。
一
週
間
歩
い
て
や
っ
と
収
容
所
に
入
っ

た
。
我
が
兵
舎
の
小
隊
に
は
現
伊
勢
市
出
身
の
石
田
太
郎
曹
長

が
お
り
（
収
容
中
に
ロ
ス
キ
ー
任
命
准
尉
）

、
私
は
三
年
兵
で

は
あ
る
が
、
四
年
兵
と
い
う
こ
と
に
し
て
大
き
な
顔
を
し
て
い

た
。

八
〇
六
収
容
所
―
ナ
ホ
ト
カ
―
帰
郷

ま
た
冬
に
な
っ
た
。
八
〇
六
の
伐
採
を
や
り
だ
し
た
私
は
、

馬
と
は
非
常
に
縁
が
深
く
、
工
兵
で
あ
り
な
が
ら
一
期
の
検
閲

六
ヵ
月
間
過
ぎ
て
す
ぐ
中
隊
長
の
馬
当
番
兵
の
命
令
。
他
隊
で

も
隊
長
の
馬
取
扱
兵
と
し
て
命
を
受
け
、
シ
ベ
リ
ア
で
馬
と
共

に
作
業
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
二
十
四
年
冬
に
も
馬
そ
り
で
木

材
を
搬
出
し
、
暖
か
く
な
り
汽
車
道
床
の
斜
面
の
草
張
り
、
排

水
路
の
岩
張
り
等
を
し
て
い
た
が
、
ペ
ー
ゲ
ー
ス
（
駅
舎
官
舎

の
大
修
理
）
作
業
で
荷
馬
車
の
御
者
に
な
り
、
砂
や
小
石
（
砂

利
に
似
た
物
）
や
切
れ
目
の
入
っ
た
板
（
フ
ラ
ン
ト
ン
）
模
様

の
削
目
の
あ
る
囲
板
等
を
作
業
場
へ
届
け
た
。

二
十
四
年
の
夏
頃
の
事
で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
人
監
督
と
二

人
で
中
食
携
行
で
八
一
〇
収
容
所
跡
と
思
わ
れ
る
無
人
ラ
ー
ゲ

ル
の
ペ
ー
チ
カ
の
れ
ん
が
を
小
さ
な
バ
ー
ル
と
金
づ
ち
で
取
り

外
し
て
持
っ
て
来
た
。
道
中
彼
と
は
片
言
同
士
で
話
し
合
っ

た
。
内
容
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
ニ
イ
ハ
ラ
シ
ョ
、
近
い
う
ち
ヤ
ポ



ン
ス
キ
、
フ
シ
ヨ
ダ
モ
イ
、
マ
ツ
オ
カ
ア
ブ
ラ
ネ
ー
ト
」
ス

タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
防
戦
の
時
、
君
ら
関
東
軍
が
攻
め
込
め

ば
、
俺
た
ち
も
シ
ベ
リ
ア
に
連
行
さ
れ
る
事
も
な
く
、
君
た
ち

も
こ
ん
な
所
に
来
な
く
と
も
よ
い
の
に
と
語
り
な
が
ら
も
タ
バ

コ
を
す
す
め
て
く
れ
た
。
翌
日
は
一
人
で
取
り
に
い
き
、
全
部

で
三
回
は
行
っ
た
よ
う
だ
ペ
ー
ゲ
ー
ス
の
期
間
中
御
者
は
非

常
に
自
由
で
、
ロ
シ
ア
の
人
々
を
乗
車
さ
せ
て
や
っ
た
。
御
者

台
は
三
人
乗
り
で
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
金
髪
で
青
い
目
の
十

八
、
九
歳
の
娘
と
七
歳
く
ら
い
の
弟
を
サ
ジ
ィ
ツ
シ
と
横
に
乗

せ
た
が
、
素
晴
ら
し
い
美
人
で
、
色
白
で
素
敵
な
ブ
ロ
ン
ド

で
、
素
肌
の
腕
が
ふ
れ
、
肌
が
密
着
し
甘
い
香
り
が
し
た
が
、

シ
ベ
リ
ア
で
丸
四
年
も
経
過
し
て
お
り
、
給
与
も
少
し
良
く

な
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
慢
性
的
飢
餓
症
状
だ
っ
た
か
ら
男
性

の
シ
ン
ボ
ル
は
び
く
り
と
も
し
な
か
っ
た
。
彼
女
は
爆
破
屋
の

娘
で
あ
っ
た
。
生
き
て
お
れ
ば
七
十
歳
台
の
お
ば
あ
さ
ん
で
あ

ろ
う
。
所
内
環
境
状
態
は
よ
く
な
り
、
正
門
の
手
前
に
は
洗
面
所
が

あ
り
、
い
つ
も
水
が
あ
り
、
床
屋
は
毎
日
営
業
し
て
い
た
。

民
主
運
動
で
は
、
井
口
と
い
う
分
所
議
長
や
ア
ク
チ
ー
ブ
が

す
る
、
文
科
部
、
啓
蒙
宣
伝
部
、
生
活
部
、
作
業
部
等
の
選
挙

は
傑
作
で
あ
っ
た
。
ま
ず
候
補
者
を
定
員
だ
け
し
か
選
ば
な

い
。
そ
し
て
選
挙
で
あ
る
。
ソ
連
で
は
こ
ん
な
非
民
主
的
な
選

挙
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
十
三
年
、
四
年
を
通
じ

て
民
主
運
動
な
る
も
の
が
盛
ん
に
な
り
、
毎
夜
の
よ
う
に
初
年

兵
の
地
区
講
習
の
受
講
者
が
講
師
と
な
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
、
ソ
連
共
産
党
史
、
日
本
共
産
党
史
等
を
講
義
し
、

ベ
セ
ー
ダ
（
テ
ス
ト
）
も
度
々
あ
っ
た
。
セ
メ
ン
ト
袋
の
紙
に

紫
の
イ
ン
キ
に
ペ
ン
で
書
い
た
。
た
い
し
た
問
題
で
は
な
く
簡

単
で
あ
っ
た
。
反
動
は
ダ
モ
イ
さ
せ
な
い
と
か
い
う
の
で
神
妙

に
聞
い
て
い
た
が
、
難
し
い
事
に
つ
い
て
質
問
し
た
ら
答
え
に

窮
し
て
い
た
。
わ
ざ
と
知
ら
ん
ふ
り
し
て
や
っ
て
い
る
の
に
分

か
ら
な
い
、
今
度
ま
で
に
調
べ
て
来
ま
す
と
言
っ
て
大
汗
か
い

て
い
て
、
か
わ
い
い
も
の
で
あ
り
、
本
当
に
共
産
主
義
や
党
が

分
か
っ
て
い
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
昼
食
後
に
徳
田
は
新
聞
輪

読
会
も
や
り
、
ア
ク
チ
ー
ブ
は
大
し
た
頭
で
は
な
か
っ
た
が
作

業
は
熱
心
に
や
っ
て
い
た
。
八
〇
五
に
い
た
ア
ク
チ
ー
ブ
や
藤

本
の
顔
は
見
な
く
な
っ
た
が
、
ダ
モ
イ
の
口
に
入
り
二
十
三
年

中
に
帰
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
八
〇
六
の
ア
ク
チ
ー
ブ
た
ち



は
毎
夜
の
ご
と
く
会
議
を
や
っ
て
い
る
の
か
就
寝
は
遅
く
、
日

中
の
作
業
も
熱
心
で
あ
り
気
の
毒
で
あ
っ
た
。
八
〇
六
に
は
、

ロ
ス
キ
ー
任
命
初
年
兵
の
幹
候
ら
し
き
よ
く
太
っ
た
男
が
大
隊

長
で
、
井
口
議
長
旧
軍
に
代
わ
り
分
所
を
牛
耳
っ
て
い
た
が
、

つ
る
し
上
げ
も
な
く
ダ
モ
い
も
近
い
と
平
穏
無
事
で
、
平
塚
運

動
（
平
塚
小
隊
が
一
五
〇
％
、
二
〇
〇
％
と
い
う
ノ
ル
マ
を
こ

な
し
て
い
た
）
の
せ
い
か
つ
る
し
上
げ
も
な
く
（
対
象
者
が
い

な
く
な
っ
た
の
か
）
作
業
に
励
ん
だ
。
労
働
者
農
民
の
祖
国
ソ

同
盟
強
化
せ
よ
、
な
ど
言
っ
て
い
る
ア
ク
チ
ー
ブ
は
本
当
に
そ

う
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

九
月
中
旬
頃
帰
国
命
令
で
作
業
停
止
。
日
ご
と
共
産
教
育
、

労
働
歌
練
習
、
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
気
楽
な
日
々
で
あ
っ

た
が
、
貨
車
が
到
着
。
ウ
シ
モ
ン
駅
に
多
数
の
引
込
線
が
あ
る

の
で
他
の
分
所
の
者
も
来
る
と
の
事
で
、
帰
還
専
用
車
ら
し

く
、
資
材
等
相
当
の
っ
て
お
り
、
共
産
党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書

い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
打
ち
つ
け
た
り
と
、
外
壁
は
宣
伝
文
句
ば

か
り
で
あ
る
。
車
中
は
蚕
棚
二
段
だ
っ
た
。
ペ
ー
チ
カ
も
据
え

付
け
、
薪
水
も
積
込
み
、
ロ
シ
ア
式
綿
入
れ
半
オ
ー
バ
ー
に
ど

ん
な
ズ
ボ
ン
か
も
ダ
モ
イ
の
嬉
し
さ
に
大
分
忘
れ
た
。
背
の

う
、
飯
盒
は
持
ち
帰
っ
た
。
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
た
ら
大
勢
の
兵

が
い
て
、
ま
ず
幕
舎
へ
入
る
。
帰
国
名
簿
は
ロ
シ
ア
文
字
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
あ
り
、
年
配
の
下
士
官
ら
し
き
北
村
小
隊

で
あ
り
、
ア
ク
テ
ー
プ
の
連
中
は
我
が
小
隊
に
は
一
人
も
い
な

か
っ
た
。
順
番
が
来
な
い
の
で
作
業
に
出
た
。
二
日
目
の
昼

前
、
作
業
中
止
の
伝
令
が
来
て
幕
舎
へ
帰
っ
た
。
税
関
検
査
の

説
明
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
写
真
印
刷
物
、
ピ
シ
ピ
シ
の
ブ
マ
ー

ガ
（
手
記
の
紙
）
、
タ
バ
コ
二
百
本
マ
ホ
ル
カ
は
だ
め
と
の
事
。

八
〇
六
で
の
帰
国
準
備
の
時
ペ
ー
ゲ
ー
ス
作
業
の
友
か
ら
貰
っ

た
ル
ー
ブ
ル
で
二
十
本
入
り
の
タ
バ
コ
、
キ
ー
フ
、
パ
ミ
ー
ル

各
五
個
ず
つ
、
落
下
傘
の
絵
の
タ
バ
コ
五
個
、
乗
船
時
に
十
個

に
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
。
一
夜
明
け
て
乗
船
、
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
順
に
呼
ば
れ
て
英
彦
丸
に
乗
船
、
一
番
下
船
倉
に

入
る
。
二
日
目
の
朝
、
日
本
が
見
え
る
ぞ
と
言
う
声
に
甲
板
に

上
が
っ
て
故
国
の
山
を
見
る
。
兵
隊
二
年
八
ヵ
月
、
終
戦
後
満

州
に
一
ヵ
月
、
シ
ベ
リ
ア
が
丸
四
年
一
ヵ
月
、
計
六
年
十
ヵ
月

ぶ
り
だ
。

た
し
か
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日
と
思
う
、
舞
鶴
湾
に
入

り
、
皆
の
名
簿
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
が
、
ラ
ー
ゲ
リ
等
詳
し



い
こ
と
は
書
く
な
と
北
村
は
言
っ
た
。
私
は
生
年
月
日
、
本
籍

地
等
、
ラ
ー
ゲ
ル
名
等
、
正
当
に
書
い
た
が
、
井
口
を
は
じ
め

と
す
る
ア
ク
チ
ー
ブ
の
奴
か
脇
山
の
差
し
金
か
上
陸
禁
止
と
な

り
、
一
日
遅
れ
た
マ
ガ
ダ
ン
か
ら
の
帰
国
兵
は
す
ん
な
り
上
陸

し
た
。
よ
う
や
く
上
陸
し
た
が
、
何
し
ろ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順

の
編
成
だ
か
ら
知
人
も
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
上
陸
し
て
す
ぐ

真
っ
白
な
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
か
け
ら
れ
入
浴
し
た
。
新
被
服
が
支
給
さ

れ
、
着
替
え
て
、
金
千
円
貰
っ
た
の
で
売
店
で
眼
鏡
を
買
っ

た
。
軍
隊
よ
り
支
給
さ
れ
た
眼
鏡
は
四
年
間
の
強
制
重
労
働
の

結
果
、
影
も
形
も
な
く
な
っ
て
い
た
。
各
県
の
世
話
課
出
張
所

が
あ
り
三
重
県
へ
行
く
。
チ
チ
ハ
ル
か
ら
別
れ
た
小
崎
、
原
隊

で
十
九
年
十
二
月
に
別
れ
た
宮
路
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
年
ぶ
り
五

年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
っ
た
。
海
林
以
来
の
知
人
（
宮
島
、
小

崎
、
宮
路
）
で
あ
り
、
道
路
隊
の
同
年
兵
で
あ
る
。
四
年
間
で

た
っ
た
三
人
、
シ
ベ
リ
ア
で
一
人
よ
く
も
ま
あ
ソ
連
は
同
部
隊

の
人
間
を
ば
ら
ば
ら
に
収
容
し
た
と
感
心
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

映
画
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
忘
れ
た
。
キ
ス
シ
ー

ン
が
あ
り
、
日
本
は
変
わ
っ
た
と
思
っ
た
。
も
う
一
編
は
、
悲

し
き
口
笛
、
子
供
が
主
役
で
あ
っ
た
、
主
演
は
美
空
ひ
ば
り
と

後
に
分
か
っ
た
。

三
十
日
朝
営
門
を
出
た
。
今
度
は
進
行
方
向
に
県
別
に
乗
車

し
た
。
三
弟
、
従
弟
が
横
浜
か
ら
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。
京
都

よ
り
鉄
道
員
の
従
弟
が
迎
え
て
く
れ
た
。
大
部
分
同
県
人
で
、

民
主
教
育
の
影
響
か
ソ
同
盟
の
真
実
を
伝
え
よ
う
と
井
口
や
ア

ク
チ
ー
ブ
の
扇
動
か
、
車
内
の
従
弟
等
に
話
し
て
い
た
。
私
は

真
実
の
真
実
を
話
し
た
。
無
茶
小
柄
な
補
充
兵
の
初
年
兵
ら
し

き
男
が
、
我
々
の
中
に
反
動
が
い
る
と
わ
め
い
た
が
年
配
の
兵

に
た
し
な
め
ら
れ
た
。
私
は
こ
の
小
男
を
ぶ
ん
殴
っ
て
や
ろ
う

と
思
っ
た
が
、
馬
鹿
の
一
つ
覚
え
の
よ
う
に
ア
ク
チ
ー
ブ
に
洗

脳
さ
れ
た
気
の
毒
な
男
と
思
い
、
怒
り
を
押
さ
え
た
。

亀
山
駅
か
ら
は
同
郷
の
青
年
団
の
皆
様
方
が
乗
っ
て
来
ら
れ

た
。
ソ
連
の
癖
で
握
手
攻
め
を
し
た
。
ま
た
、
町
長
の
東
善
二

さ
ん
、
助
役
の
橋
爪
幹
雄
さ
ん
の
お
出
迎
え
を
受
け
た
。
夕
方

頃
郷
里
宮
川
駅
に
六
年
十
ヵ
月
ぶ
り
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
三

十
日
降
り
立
っ
た
。
我
が
松
倉
の
在
所
の
方
々
に
お
出
迎
え
へ

の
御
礼
と
戦
争
反
対
の
挨
拶
を
し
た
。
許
嫁
の
中
西
恵
巳
子
と

十
一
月
二
十
七
日
結
ば
れ
た
。
同
級
生
は
ほ
と
ん
ど
結
婚
し
て

お
り
、
子
供
も
た
い
て
い
い
た
。
他
人
よ
り
三
年
は
遅
れ
た
よ



う
だ
が
、
家
業
の
農
業
を
継
い
だ
が
、
労
働
は
き
つ
く
収
入
は

少
な
い
の
で
、
父
の
す
す
め
で
馬
車
に
よ
る
建
材
業
を
再
開
し

た
。
父
と
よ
く
衝
突
し
た
の
で
、
次
弟
を
東
京
か
ら
呼
び
寄

せ
、
二
台
の
馬
車
で
建
材
業
、
主
に
畑
の
床
土
を
一
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
取
り
、
壁
土
と
し
て
売
り
、
後
は
田
に
す
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
土
地
を
増
し
て
い
っ
た
。
時
代
と
共
に
馬
が
車
と
な

り
、
今
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
シ
ャ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
、
ユ
ン
ボ

等
、
土
木
機
械
を
使
い
、
長
男
が
家
業
を
継
い
で
い
る
。
二
男

二
女
に
恵
ま
れ
た
が
次
男
は
天
折
し
た
。
農
業
く
ら
い
利
益
の

上
が
ら
ぬ
も
の
は
な
い
。
老
人
農
業
で
七
十
歳
で
も
作
業
し
て

お
り
、
末
は
ど
う
な
る
事
か
。
私
ら
余
命
幾
ば
く
も
な
く
、
な

る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
の
だ
。
今
ま
で
苦
労
は
あ
っ
た
が
運

が
良
く
生
活
の
困
る
事
も
な
く
来
た
が
、
孫
の
代
は
分
か
ら
な

い
。
余
生
を
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。

ソ
連
抑
留
の
■
末
　 

三
重
県
　
加
藤
千
春
　 

一
、
は
じ
め
に
―
私
の
履
歴

昭
和
六
十
四
（
一
九
八
九
）
年
一
月
七
日
、
昭
和
天
皇
は
身

ま
か
れ
た
。
波
乱
万
丈
の
昭
和
は
幕
を
閉
じ
た
。
昭
和
の
時
代

を
青
春
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
、
語
り
尽
く
せ
ぬ
昭
和
の
思
い

出
の
そ
の
悲
し
み
と
喜
び
は
、
こ
の
ま
ま
風
化
し
て
し
ま
い
た

く
な
い
。
私
は
昭
和
の
御
代
の
子
で
あ
っ
た
。
私
の
激
動
の
昭

和
を
回
顧
す
る
。

昭
和
六
年
小
学
校
入
学
―
十
二
年
中
学
入
学
―
十
六
年
中
学

五
年
陸
士
受
験
―
二
十
年
六
月
陸
士
（
本
科
）
卒
業
終
戦

―
ソ
連
抑
留
生
活
―
帰
国
（
二
十
三
年
十
一
月
）
―
歯
科
大
学

受
験
―
同
卒
業
（
二
十
七
年
）
―
歯
科
医
業
現
在
に
至
る
。

二
、
私
の
抑
留
の
経
過
（
昭
和
の
出
来
事
の
中
か
ら
ソ
連

抑
留
に
関
係
す
る
も
の
に
限
定
す
る
）

抑
留
の
原
因




